
２ 法人提案の内容 

(1) スポーツ・コンサート等のエンターテインメント施設を中心とした提案

（掲載は 50 音順）

・株式会社久米設計（グループ） ……… P.199

・株式会社像建築設計事務所 ……… P.214

・リスト株式会社（グループ） ……… P.227

・NPO 法人デザインニッポンの会（グループ） ……… P.251
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株式会社久米設計（代表法人） 

グループ構成員：ペイシャンスキャピタルグループ株式会社
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⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案

ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

※市⺠の意⾒を広く反映するため、「前回の市⺠意⾒募集や意⾒交換会から導き出されたテーマ」
に応える提案を⾏なった。主なテーマを各ページ右上に記載する。200



01⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案 ※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　Ｅｎｔｅｒｔａｉｎｍｅｎｔ　Ｐａｒｋ
環境と共生する『世界基準の遊び』を創造
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横浜の⽬指すべき理想像

背景と課題

横浜のポテンシャル

国際的な交流を受け⼊れ発展してきた

世界の⼈や投資を呼び込む新たな国際⽂化都市を横浜に創る

DRAFT

ペリーの来航を契機に開港した横浜は、西洋文化をいち早く採り入れる
場であるとともに、日本文化を海外へ発信する先端文化往来の最前線
であった。開港以来、新たな文化を採り入れ発展させ、多様な文化を
集積してきた横浜は、日本と世界をつなぐ接点として日本を代表する
国際的な文化都市であり、新しい娯楽と文化の中心地となるポテンシャ
ルをもっている。

京浜臨海部は横浜開港以来、生糸貿易の中心港として、その後は首都
圏における工業地帯の中核地域として、日本の近代化と国際化を主導
してきた。近年、産業構造の変化により、製造業の工場は先進的な産
業技術拠点や研究拠点として機能転換が進んでいる。時代の変化の中
で、先進的な産業拠点や研究拠点で在り続けてきた歴史そのものが
京浜臨海地区のポテンシャルであり、横浜のポテンシャルである。

横浜市は都心に広大な内水面を抱え、港町として発展した。また、東
京都心部や国際化が進む羽田空港とのアクセス性も高く、日本の玄関
口にふさわしい立地である。横浜港の外縁部では国際ハブ港化に向け
物流拠点機能強化の取組が進んでおり、都心臨海部では港湾機能から
都市機能への転換が想定され、大規模な開発空間が見込める点も横浜
のもつ大きなポテンシャルと言える。

機能転換が進む京浜臨海地区の

先進的研究   拠点化の多様な⽂化 集積の

コンパクトでアクセス性の⾼い

場所 優位性の

100 年の都市間競争を勝ち抜く未来都市「YOKOHAMA」へ

貞秀「神名川横浜新開港図」

背景と課題

横浜のポテンシャル

強い都市である為に の必要性経済波及効果の最⼤化⼈⼝縮⼩時代における の必要性都市間競争⼒の強化

Haneda
Airport

20 分
30 分

横浜市の観光客の大半は、首都圏の日帰り客が大半で平均消費単価が低いという課題がある。横浜市の
経済発展の起爆剤として、ナイトライフの充実や、世界的な学術者や富裕層ニーズへの対応など、多様な
娯楽・文化施設を充実させ、多くの人々を呼び込み消費単価を向上させる必要がある。

情報や経済のグローバル化が進む中で、持続性の高い都市とする為には、日本国内のみならず世界に選
ばれる「競争力の高い都市」を目指す必要がある。特に人口が縮小していくこれからの時代は、世界
から選ばれる為の戦略的な視点がより重要になってくる。

TTTTTTToooookkkkkkyyyyyyooooo

Haneda
Airport

20 分
30 分

Ship( 国内外 )YYYYoooookkkkkooooohhhhhhaaaaammmmmmaaaaa
IIIIInnnnnnnnneeeeerrrrr HHHHHaaaarrrrrbbbbboooorrrrrr

aa

02※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ
⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案
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⼭下ふ頭を起点とするインナーハーバーの開発コンセプト

03※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ
⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案

Step1 導⼊期

成⻑期

成熟期

⼭下ふ頭を起点とした
エンターテイメント・カルチャーゾーンの充実

⼤⿊ふ頭を起点とした
サイエンス・アカデミックゾーンの形成

２つのゾーンに呼び込んだ⼈々が定着する場
瑞穂ふ頭のインターナショナルシティ

これからの 50 年を⾒据えた都市の⻑期的ヴィジョン

ンナーハーバーの開発コンセプト

エンターテイメント・カルチャー × サイエンス・アカデミック
２つのゾーンによる国際⽂化都市の形成

⼭下ふ頭を起点とした
ゾ

これからの 50 年を⾒据えた都市の⻑期的ヴィジョン
段階的な国際⽂化都市の形成

エンターテイメント・カル
チャーゾーンの玄関口と
して山下ふ頭にエンタメ
系施設を整備。関内・関
外地区やみなとみらい
21 地区、横浜地区とつ
ながり、相乗効果を創出。

Step2
サイエンス・アカデミック
ゾーンの玄関口として大
黒ふ頭にホテルやMICE
施設を整備。研究施設へ
の機能転換が進む京浜臨
海部とつながり、相乗効
果を創出。

Step3
エンターテイメント・カル
チャーゾーンとサイエン
ス・アカデミックゾーンに
呼び込まれた人々が定着
し居住できるインターナ
ショナルシティを瑞穂ふ
頭につくる。

関内関外

MM21

横浜駅

京浜臨海部

エンタメ

大黒ふ頭

山下ふ頭

カルチャー

エンタメ
カルチャー

エンタメ
カルチャー

インターナショナル

まちのGATE
は「海」から

シティ

サイエンス
アカデミック

サイエンス
アカデミック

ベイブリッジ

瑞穂ふ頭エンタメ系施設エンタメ系施設

ホテル
サービスアパートメント

MICE

ホテル
サービスアパートメント

MICE『国際⽂化都市』
を形成する

インナーハーバー

『国際⽂化都市』
を形成する

インナーハーバー

京浜臨海部

瑞穂ふ頭

インターナショナルシティインターナショナルシティ
居住・居住・スポーツスポーツ

エンターテイメント・カルチャーエンターテイメント・カルチャー
ゾーンゾーン

サイエンス・アカデミックサイエンス・アカデミック
ゾーンゾーン

東神奈川臨海部
周辺地区

⼤⿊ふ頭
みなとみらい 21 地区

横浜駅周辺地区

関内・関外地区

⼭下ふ頭
２つの⽞関⼝

により
多様な⼈々を

呼び込む
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0４

⼭下ふ頭開発の開発の考え⽅１ 提案項目：【山下ふ頭再開発】  開発コンセプト

⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案

発信する

先進的な『世界基準の遊び』の場を持続的に展開
遊びを「創る」場と「学ぶ」場をつくることで、遊びを「発信する」ステージは常に先進的な ENTERTAINMENT を提供し、持続的に⼈や投資を呼び込む

「遊び」を

ENTERTAINMENT×CREATIVE PORT

『世界基準の遊び』
「遊び」を 「遊び」を

インナーハーバーのエンターテイメント・カルチャーゾーンの⽞関⼝として、活気と魅⼒があふれる場を⼭下ふ頭に創出

ENTERTAINMENT  ×  CREATIVE  PORT

創る 学ぶ

⼭下ふ頭開発の開発の考え⽅１ 提案項目：【山下ふ頭再開発】  開発コンセプト

インナーハーバーのエンターテイメント・カルチャーゾーンの⽞関⼝として、活気と魅⼒があふれる場を⼭下ふ頭に創出
多様な⼈々が集まり、発信・交流する⽇本のエンターテイメントのメインステージをつくる

エンタメ関連企業の
スタジオやオフィスを集積し、

最先端クリエイティブ環境を整備

エンタメ関連の
教育・研究機関を集積し、

⽂化をつくり育む⼟壌を創出

04※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

世界３⼤映画祭に匹敵する国際映画祭の開催

世界最⼤規模のクラブフェスの開催

最先端の映像制作スタジオ

世界的なコンテンツを展開し
世界から⼈を呼び込む

ブランド⼒を向上

国際性・非日常性 先進性
（研究開発、実験都市、DXなどを含む） 観光・MICE エンタメ・スポーツ

世界３⼤映画祭に匹敵する国際映画祭の開催世界最⼤規模のクラブフェスの開催

映像・ファッション等の学びの場最先端の映像制作スタジオ

204



05

⼭下ふ頭の開発の考え⽅ 2

※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

発信『世界基準の遊び』を する

提案項目：【山下ふ頭再開発】  開発コンセプトと想定する導入施設

世界基準の多彩なコンテンツを開催し、新たなカルチャーの発信の舞台となる ENTERTAINMENT×CREATIVE PORT

世界最⼤級20万⼈規模の⾳楽フェスの開催 エアレースの開催 SASUKE の開催

ヨコハマコレクションの開催

e-sports 国際⼤会の開催コミックマーケットや⽇本最⼤級
のハロウィンイベントの開催

3万⼈収容の劇場ホール

国際芸術祭の開催

世界の⾷が集結するウォーターフードマーケット

国際性・非日常性 先進性
（研究開発、実験都市、DXなどを含む） 観光・MICE エンタメ・スポーツ

⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案

205



⼭下ふ頭の開発の考え⽅３

世界のエンタメ関連企業のスタジオやオフィスを集積 創作の場の共有・オープン化による集客とイノベーションの創出
・映画製作会社や芸能事務所、広告制作会社や⾳楽スタジオ、アニメスタジオやゲーム開発会社など、エンタメに関
わる企業の誘致を⾏い、最先端クリエイティブ環境を整備

・クリエイティブ産業の集積による、クリエイティビティの相乗効果とエリアの求⼼⼒向上
・次世代のクリエイティブ⼈材の創作・発信・交流の場を創出

・エンタメ関連企業の創作の場の⼀部を共有するイノベーションスタジオによって、創作における相乗効果やクリエイ
ティブ産業において新たな価値を⽣み出す環境を整備

・イノベーションスタジオの⼀部の本格的な 3Dスタジオの⼀般開放や、制作現場や屋外ロケ地の⾒学ツアーにより、
クリエイティブ⼈材のみならず、⼀般観光客をはじめとした多くの集客を実現

1 2

06※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

の場の共有
連企業 創作 場 部

創る
ィスを集積 2 創作の

『世界基準の遊び』を

最先端の映像制作スタジオ様々な創作活動を⽀えるアトリエ

歴史・文化・芸術性先進性
（研究開発、実験都市、DXなどを含む） 観光・MICE エンタメ・スポーツ

⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案

提案項目：【山下ふ頭再開発】  開発コンセプトと想定する導入施設

次世代のクリエイティブ⼈材への⽀援 制作現場や撮影現場の⾒学ツアー
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学ぶ『世界基準の遊び』を

持続性を⾼める産官学連携の仕組みづくり2『世界基準の遊び』を学べる環境の創出と次世代型産官学連携の構築
・⼤学や専⾨学校の誘致・集積による、次世代クリエイティブ⼈材の育成とそれによる産業とエリアの活性化
・横浜市の27⼤学の協働の場を設け、地域企業との連携など横浜市を活性化する仕組みを構築
・公的機関と⺠間企業、⼤学・研究機関が⽴体的かつ動的に連携する次世代型産学官連携の仕組みの構築し、よ
り競争⼒の⾼い学びの環境を創出

・インターナショナルスクールを整備し、世界の⼈々に選ばれ、⽇本との交流を⽣む環境を創出

1

⼭下ふ頭の開発の考え⽅４

07※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

・産官学連携を⽀援・推進する産官学連携機構を共同設⽴し、新技術を起点とした次世代産業の創出と経済活性化
を持続的に⽀援する仕組みを構築

・産官学連携機構設⽴といった環境整備だけでなく、共同事業やイベント、プロモーション、エリアマネジメント等を
企画・運⽤する共同プロジェクトの活性化を促進

・公⺠⼀体となった仕組みづくりにより、持続的な産官学連携を創出

市民のための再開発
（子育て、教育などを含む） エンタメ・スポーツ先進性

（研究開発、実験都市、DXなどを含む）
市民のための再開発
（子育て、教育などを含む） エンタメ・スポーツ市民のための再開発
（子育て、教育などを含む） エンタメ・スポーツ先進性

（研究開発、実験都市、DXなどを含む）
市民のための再開発
（子育て、教育などを含む） エンタメ・スポーツ

提案項目：【山下ふ頭再開発】  開発コンセプトと想定する導入施設

⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案
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1 2

⼭下ふ頭の開発の考え⽅５

国内外の富裕層に選ばれる環境整備 ⽇本観光・地域観光の宿泊拠点化
・深夜 3時までナイトライフに時間を費やす外国⼈観光客や国際ビジネスパー
ソンが夜遅くまで楽しめる施設やコンテンツを整備し、多様なライフスタイル
の⼈々の滞在・宿泊の動機を創出

・24時間 365 ⽇、娯楽や⽂化などの商業活動を充実させ実現する、経済活
動と⽂化活動の活性化による都市間競争⼒の強化
(※公共交通機関の運⾏が必要 )

・⽇本国内で対応が遅れているメガヨットやプライベートジェット離発着場を整
備し、⽇本随⼀の世界的な富裕層の拠点として選ばれる環境を整備
（※⼊国・運⾏⼿続きの簡略化や規制緩和などの対応が必要）
・富裕層に選ばれることで、マス層に波及するブランドやトレンドを創出
・世界の学術者やビジネスパーソンの利⽤を想定した、国際会議や政府系会合
に対応するコンベンションホールや会議室を整備

・横浜市内のエンタメ・スポーツ施設とのイベント同時開催や、上瀬⾕テーマパー
クや三浦半島開発地との連携により「遊び」の魅⼒を最⼤化

・中⻑期滞在型ホテルやサービスアパートメントなど多様で魅⼒的な宿泊機能を
集積し、メインホテルを拠点に各地に旅をする富裕層ニーズに応え、横浜市
内のみならず⽇本観光の拠点化を実現

・横浜港と⽇本各地をつなぐ⽔上クルーズ拠点の創出

3

08※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

環境整備

⽀える
2 国内外の富裕層に選ばばれる環

『世界基準の遊び』を

プライベートジェット対応

ナイトライフの充実化による宿泊動機の創出

規制緩和とメガヨットハーバー整備

海外の富裕層の旅の拠点となる宿泊環境を整備国際会議や政府系会合に対応するコンベンションホールを整備

国際性・非日常性観光・MICE

提案項目：【山下ふ頭再開発】  開発コンセプトと想定する導入施設

⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案
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⼭下ふ頭の開発の考え⽅ 6

09※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

世界から選ばれる環境共⽣型開発
・津波発⽣時にも機能を維持する⼈⼯地盤を構築し、⼀時避難に対応
・震度 7クラスの⼤地震でも機能を維持できる⼈⼯地盤上部の中間免震
・災害後にエネルギーの⾃給が可能なアーバンプラントの整備
・有事の際に備え、物流センターに隣接して 3万⼈対応の避難シェルターを計画

物流拠点整備による収益の安定化 ⼤地震や津波から守る最先端の防災対策
・利便性の⾼い⽴地特性を活かした物流拠点の整備による、EC市場拡⼤に
伴う物流需要の取り込みとそれによる収益の安定化を実現

・最先端の ITやスタートアップ企業との連携による次世代物流拠点の構築
・災害時には、物流拠点の物資のバックアップ機能を発揮

・ニューノーマルを具現化する環境共⽣型開発によって、ゼロカーボンの実現
と建築と⾃然が調和するスマートシティを実現し、ESG投資を促進

・⼈間の健康に対する建築・空間の貢献度の世界的指標である「WELL 認証
（プラチナ）」や「LEED（プラチナ）」の取得により、世界的な集客⼒を確保

5 64

WELL認証 /LEED認証

WELL 認証 10の指標 経済産業省：令和2年度電⼦商取引に関する市場調査

ゆとりある屋外空間は、時代とともに変わるニーズに柔軟に対応

安定化

⽀える
物流拠点整備による収5 収益の安

『世界基準の遊び』を

AIやロボットなど最先端技術を駆使した次世代物流拠点

200,000

220,000

240,000

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

2010

2.84％

EC市場規模(左目盛)
物販系EC化率(左目盛)

77,880

3.17％

84,590

3.40％

95,130

3.85％

111,660

4.37％

127,970

4.75％

137,746

5.43％

151,358

5.79％

165,054

6.22％

179,845

6.76％

8.08％

193,609192,779
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0 0.0％

1.0％

2.0％

3.0％
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5.0％
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▼

物流施設・避難シェルター物流施設・避難シェルター

計
画
道
路

計
画
道
路

計
画
道
路

計
画
道
路物流施設・避難シェルター物流施設・避難シェルター

電力供給

熱供給

排水

免震装置アーバンプラント（発電設備）

（下水排水処理設備、上水設備、熱交換・熱利用設備）

駐車場

駐車場

災害用備蓄倉庫

電力供給 アーバン
プラント

アーバン
プラント

水供給

水供給
熱供給

排水

津波高さ
3.7ｍ

災害用備蓄倉庫は人工デッキ上に設け
津波から物資を守る

発電機室は人工デッキレベルに
設置するため津波時も浸水せず

機能を維持できる

免震装置により主要な建物の被害を抑制

柱と梁で構成される駐車場は
津波の力を受け流すことが可能

アーバンプラントは人工地盤上に計画することで
災害時も稼働可能

コンクリート壁・水密扉により
津波による被害を抑制し津波発生後も機能を維持

先進性
（研究開発、実験都市、DXなどを含む）

緑・環境
（持続可能性、カーボンニュートラルなどを含む）

市民のための再開発
（子育て、教育などを含む）

緑・環境 先進性 市⺠のための開発 

提案項目：【山下ふ頭再開発】  開発コンセプトと想定する導入施設

⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案
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⼭下ふ頭開発のゾーニングと構成の考え⽅

10※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

⼭下公園を刷新し、⼀体整備を⾏うことで魅⼒的なエンタメエリアを再構築1

マス層から超富裕層に応じたゾーン設定2

各ゾーンをつなぐ⼩型⾈運や域内道路3

エリア全体を盛り上げるウォーターショ―の開催イメージ

客船ターミナル客船ターミナル

メガヨットメガヨット

水上バス
観光船
水上バス
観光船

水上バス
観光船
水上バス
観光船

貨物船貨物船

交通
ターミナル
交通

ターミナル

ロープウェイ

みなとの見える丘公園

←みなとみらい

プロープ

・スタート事業である第Ⅰ期は、遊びを「発信する場」の中⼼エリアとし
て位置づけ、すべての⼈に広く開かれた公園として整備

・奥に進むほど、周辺エリアからの独⽴性が⾼くなる⼭下ふ頭の形状を活
かし、⼀体的⺠間事業である第Ⅱ期では、ゾーンごとのセキュリティを
構築しアッパーマス層から超富裕層まで対応

・⼈⼯地盤の上では、⽔辺空間の魅⼒を⾼める⾈運を計画
・⼈⼯地盤の下では、安全で効率的な⾃動⾞⽤の道路を計画

海・みなと 国際性・非日常性 緑・環境
（持続可能性、カーボンニュートラルなどを含む）

市民のための再開発
（子育て、教育などを含む）歴史・文化・芸術性歴史・文化・芸術性 観光・MICE エンタメ・スポーツ

先進性
（研究開発、実験都市、DXなどを含む）

提案項目：【山下ふ頭再開発】  開発コンセプトと想定する導入施設

⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案
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⼭下ふ頭の配置計画イメージ

美術館 ・ アートセンター

サブステージ
クルーズ船ターミナル

メインステージ
イベントホール
商業施設

水上ステージ
(イベント活用例：レッドブル・エアレース )

コンベンションホール
ホテル ・ サービスアパートメント

メガヨットハーバー

⽔上バス ・観光船
発着場

⽔上バス ・観光船
発着場

客船
ターミナル

貨物船
ターミナル

ロープウェイ

提案項目：【山下ふ頭再開発】  土地利用イメージ図

11※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます 1111

サブステージ

⼭下公園と⼀体整備するⅠ期エリア
の早期拠点化によって、
2027年国際園芸博覧会との
連携と相乗効果を狙う。

海・みなと 国際性・非日常性 緑・環境
（持続可能性、カーボンニュートラルなどを含む）

市民のための再開発
（子育て、教育などを含む）歴史・文化・芸術性歴史・文化・芸術性 観光・MICE エンタメ・スポーツ

先進性
（研究開発、実験都市、DXなどを含む）

ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

ゼロカーボンを実現するスマートシティ　Destination Entertainment Park

⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案

⼤学 ・専⾨学校⼤学 ・専⾨学校
産官学連携施設産官学連携施設

インターナショナルスクールインターナショナルスクール

⼈⼯地盤下：域内道路 ・駐⾞場⼈⼯地盤下：域内道路 ・駐⾞場
地下：物流施設 ・避難シェルター地下：物流施設 ・避難シェルター

制作制作スタジオ ・ アトリエスタジオ ・ アトリエ
オフィスオフィス

研究 ・開発施設研究 ・開発施設

交通ターミナル交通ターミナル
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⽤途別規模・事業スキーム

実現性の⾼い 2 段階開発の提案

【計画地】       神奈川県横浜市中区⼭下公園地先

【区域区分】      市街化区域

【⽤途地域】      商業地域

【⾼度地区】      第７種⾼度地区（最⾼限 31m）※特区による緩和を想定

【防⽕地域】      準防⽕地域

【地域・地区】     臨港地区（分区：商港区）

【⽇影規制】          なし

【計画敷地⾯積】            47 ha( ⼭下ふ頭 )＋7.4ha( ⼭下公園 )

【許容建蔽率】       基準  80 ％

【許容容積率】               基準  400 ％

【許容建築⾯積】                376,000   ㎡（113,740 坪）

【許容延床⾯積】           1,880,000 ㎡（568,700 坪）

（⼀部を横浜市⼭下ふ頭開発基本計画 H27 年 9 ⽉より引⽤）

【建蔽率】          約 35 ％

【容積率】        約 152 ％

【建築⾯積】              165,000      ㎡（49,913 坪）

【延床⾯積】             994,000 ㎡（300,685 坪）

【容積対象⾯積】         716,000 ㎡（216,590 坪）

【計画概要】

【事業スキーム】 【横浜市に求められる役割】

【計画概要】 【⾯積表】

横浜市のあるべき将来像について、ビジョンを明確に
発信する。

国内外観光客数、宿泊率、観光消費単価等、数値的
⽬標を明確化する。

産官学連携の具体的施策を⾏う。

⺠間活⼒の導⼊にあたっては、⾏政と⺠間の役割を
明確化し、国や県と連携した効果的な規制緩和を打
ち出すことにより、事業成果の最⼤化に努める。

国や県との協議を含め、最⼤限の助成⾦の確保に協
⼒する。

1

2

3

4

5

提案項目：【山下ふ頭再開発】  開発の事業性 /その他の意見

12※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます

※規模については現時点の想定につき、今後の事業スキーム等により変更となります。

ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ
⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案

早期拠点化によって、
2027年国際園芸博覧会
との連携と相乗効果を狙う。

2027年国際園芸博覧会と連携した

横浜市内のエンタメ ・
スポーツ施設とのイベント
同時開催や、 上瀬⾕や
三浦半島と連携により、
「遊び」 の魅⼒を最⼤化
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事業者募集に備え、多彩なコンテンツの提供を実現する最適なチームを組成

団体 市⺠団体

（PM・設計）

◎開発事業者
・デベロッパー
・世界的イベントプロモーター

・商社

（映像、⾳楽、スポーツ、ファッション等）

◎⾦融
・メガバンク
・地銀
・投資銀⾏
・リース会社
・投資ファンド

◎運営会社 … コアコンテンツ
< エンタメ >＜スポーツ＞＜⾳楽＞＜映像＞
＜イベント＞＜ツーリズム＞＜ホテル＞
< 教育 >＜制作＞＜商業＞

Step1開発事業
提案募集

対
話

地元代表者・
有識者等委員会
地元代表者・

有識者等委員会

開発コンセプト提案

Step２ 地元代表者・有識者等委員会との対話
取りまとめ

＋

議会

R5 年 2 ⽉ 28 ⽇まで R5 年 2 ⽉ 28 ⽇まで

随時開催

R5 年度〜

R5 年度〜＜実現ステップ＞

＜構想ステップ＞

Step３ 事業計画案検討・事業組合及び計画策定準備 R6 年度〜

（企画・投資アレンジ）

当⾯の体制イメージ 提案項目：【山下ふ頭再開発】  ⑥その他

13内港地区の将来像の検討と⼭下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案 ※本資料の外部への閲覧及び配布は禁止とさせていただきます
ＹＡＭＡＳＨＩＴＡ WＨＡＲＦ ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ

議会横浜市

事業者募集
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株式会社像建築設計事務所 
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リスト株式会社（代表法人）

グループ構成員：株式会社ホテル、ニューグランド 
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内港地区の将来像の検討と山下ふ頭再開発の新たな事業計画策定に向けた開発事業提案

～　山下ふ頭再開発によるエリアの再発展に向けて　～

令和５年２月

横浜市港湾局　御中
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1

チャレンジャーが集まり、育ち、イノベーションが持続する港まち

内港地区の明日に向けて
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2

周辺環境、新たなテクノロジー、多様な文化等、エリアの魅力が繋がり  新たな個性が生まれるまち

山下ふ頭の未来

230



3

景観と自然の融合

ベイブリッジや山下公園の景観・にぎわい・緑が繋がる場所

231



4

山下ふ頭から広がる様々な波及効果が、内港地区全体の魅力に繋がる

変わりゆく市街地

山下ふ頭から広がる波及効果が、市街地への魅力向上へと繋がる
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5

横浜は、開港以来、新しい文化を受け入れ、独自の文化として昇華してきた歴史があります。
この「独自文化への昇華」の取り組みは、”創造 ” として港全体に広がり、この港まちを持続的に発展
させる原動力として脈々と受け継がれてきました。
港湾機能の近代化・大型化により周辺部へ移転した後も、必要な港湾機能を残しながら新たなまちへ
と生まれ変わることで連続した港まちが形成されてきました。

Sustainnovative Harbor   ～イノベーションが持続する港まち～

～内港地区の将来像～

”Sustainnovative”　＝　”Sustain”：持続　+　”Innovative”：創造

先進的なまちづくりが行われてきた内港地区 特徴ある各地区にチャレンジャーが集まり・育ち
　　　　　　　　　　　　　　　　世界に羽ばたく港まち
みなとみらい２１地区は日本を代表する業務・商業・国際交流などの集積が図られ、関内地区はスター
トアップ企業が集まり、両地区が互いに役割分担しながら発展していくことが予想されます。また、
新港ふ頭や大さん橋は、港湾機能と市民が交流する貴重な観光資源として一層の賑わいが期待できま
す。これからの内港地区は、各エリアの特徴を活かしながら、業務・芸術・商業などのさまざまなチャ
レンジャーが世界へ羽ばたく ”港まち横濱 ”として発展を続けます。

各地区の特徴が各地区の特徴が
より洗練される相乗効果によってより洗練される相乗効果によって

世界へ羽ばたく港まちへ世界へ羽ばたく港まちへ
Sustainnovative HarborSustainnovative Harbor

関内の発展18591859 戦後復興
ふ頭の発展

19051905 19231923 19451945

横浜駅の発展
19671967 19901990 19981998

ふ頭の再開発

新港埠頭新港埠頭
開発開発

みなとみらい 21みなとみらい 21
開発開発

コンテナ船コンテナ船
入港入港

敗戦敗戦
19291929
現横浜駅現横浜駅
開業開業

大震災大震災新港ふ頭新港ふ頭
完成完成

18721872
鉄道開業鉄道開業開港開港

震災復興 港湾の近代化

横浜中華街横浜中華街
1859 ～1859 ～

1929 ～1929 ～

時代ごとに
新しいエリアが育ち、
連続した港まち

みなとみらい 21
もともと造船場であった
ところを 1990 年頃から
埋立・開発された地区。
国際ビジネス、ホスピタ
リティの拠点とした業務
商業複合機能エリア。

横浜駅周辺
鉄道６社８路線が乗り入
れ、一日約 200 万人の乗
降客数を数える日本有数
のターミナル駅・横浜駅
を中心とする地区。

新港ふ頭
港湾施設として、明治後
期から大正初期にかけて
建設された地区。
エンターテイメント機能
を中心とした、観光商業
複合機能エリア。

大さん橋
港湾ターミナル機能を入
れた文化・芸術エリア。

山下公園
関東大震災の復興事業と
して、海を埋め立て造成
し、1930 年 3 月 15 日
開園。 面積は 7.4ha。海
外と横浜との豊かな交流
を感じさせる記念碑が立
つ。また、横浜のバラの
名所でもあり、毎年春と
秋の時期には、たくさん
のバラが咲き誇り、多
くの人が訪れる横浜の歴
史と自然を感じられる場
所。

元町・山手地区
居留地時代の歴史とアメ
リカ山公園などの緑を残
した文化発信エリア。

関外地区関外地区

関内地区関内地区
日本大通り地区日本大通り地区

山下公園山下公園
1930 ～1930 ～

元町・山手地区元町・山手地区
1859 ～1859 ～

新山下新山下
1923 ～1923 ～

本牧ふ頭本牧ふ頭
1970 ～1970 ～

横浜ベイブリッジ横浜ベイブリッジ
1989 ～1989 ～

セントラル関内セントラル関内

瑞穂ふ頭瑞穂ふ頭

横浜駅周辺横浜駅周辺

関内の発展 戦後復興

東神奈川臨海部東神奈川臨海部
周辺周辺

みなとみらい 21みなとみらい 21
1990 ～1990 ～

1905 ～1905 ～
新港ふ頭新港ふ頭

1894 ～1894 ～
大さん橋大さん橋

山下ふ頭山下ふ頭
1963 ～1963 ～

次の時代の牽引役として次の時代の牽引役として
期待されるエリア期待されるエリア

内
港
地
区
の
将
来
像

＜これまでの内港地区＞ <これからの内港地区>

＜現在の山下ふ頭の状況＞
総面積は約 47.0ha。昭和 28 年（1953）から埋立を開始し、昭和 38 年（1963）
に外貿のためのふ頭として完成し、昭和 30 年～ 40 年代の高度成長期の横浜港を
支える主力ふ頭として重要な役割を果たしました。その立地は、大さん橋から山
下公園の延長線にあり、観光や市民にとっても港横浜の貴重な資源と言えます。

＜関内地区＞
産業連携のもと横
浜のスタートアッ
プを支える場所

＜大さん橋地区＞
市民にとっての横浜が
世界につながる象徴

＜横浜駅周辺地区＞
巨大ターミナルを活
かした国際都市の
玄関機能の集積

＜みなとみらい 21地区＞
業務・商業・国際
交流等の機能集積

＜新港ふ頭地区＞
歴史を生かしたに
ぎわいと港湾機能

＜山下ふ頭地区＞
内港地区の次の発展に

繋がる場所

＜これからの山下ふ頭＞＜これからの山下ふ頭＞
貨物を水路から陸路へと繋げる役割を果たしてきた山下ふ頭は、貨物を水路から陸路へと繋げる役割を果たしてきた山下ふ頭は、
港まち横濱の発展を未来へ繋げる役割を新たに担い、港まち横濱の発展を未来へ繋げる役割を新たに担い、
内港地区の "Sustain": 持続　＋ ”Innovative”：創造を目指します。内港地区の "Sustain": 持続　＋ ”Innovative”：創造を目指します。

横浜駅の発展

1859 ～1859 ～
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FUSION ISLAND ～周辺環境、新たなテクノロジー、多様な文化等、エリアの魅力が繋がり、融合することで未来を感じるまち

～山下ふ頭の開発コンセプト～

FUSION  ISLANDFUSION  ISLAND　
「山下ふ頭」を起点とした周辺地区との融合

山下ふ頭から新たな FUSION が
始まり、内港地区に波及する

元町・山手地区元町・山手地区

山下公園

新山下新山下

みなとみらい 21みなとみらい 21

横浜中華街横浜中華街

「山下ふ頭」の周辺には、「山下ふ頭」の周辺には、
山下公園、大さん橋、横浜中華街、元町・山手地区など、山下公園、大さん橋、横浜中華街、元町・山手地区など、
横浜の歴史においても重要で魅力的な場所が多くあります。横浜の歴史においても重要で魅力的な場所が多くあります。

横浜内港地区最大の余白である「山下ふ頭」では横浜内港地区最大の余白である「山下ふ頭」では
“これまで培われてきた歴史・文化 ”

“新たなテクノロジーやサスティナビリティ ”
“多様な人々と価値観 ”

を融合してイノベーションを起こし続け、を融合してイノベーションを起こし続け、
これからの内港地区や横浜全体を牽引する場所を目指します。これからの内港地区や横浜全体を牽引する場所を目指します。

ふ頭頭ふ頭頭ふふ頭 たたな FUSIO頭からからから新たら新たな新新新新ら たなか たからら な頭 新新か頭 た頭から新ららからら頭か な FU OS Oな FUSIたなたた新新頭 ら たなか たらら新たなな頭か た頭から新たらか下ふふふ下ふふ
まま 内港港地港港港港地港港
ふ頭か頭ふ頭かか頭頭ふ頭頭頭頭頭ふ頭かふ頭頭
まり、まり、内港、内、、 港内内りりままりり 港

ONがな FUSIOななな がな FU OSIONな F IOO ががなな
するに波及す及す港地地地区に波及地区に波及港地地 波及及波及波及港港 区区 すすす地地地地地 るにににに 及す波波波に内港地内港地地港地港内内 地地地港 するすする及す及及すするるるる
ONがな FUSIOたななな がな FU OSIONな F I がなたな

港港地港地港港地地港内港内港内内港

FUSION VALUE❶
これまで培われてきた歴史・文化

〇 歴史ある周辺エリアとの融合
内港地区と繋がり都心臨海部を発展させ
ていくだけでなく、開港から紡がれてき
た想いがある元町や横浜中華街や関内地
区など、周辺のまちとの融合を図ること
によって、エリア全体の更なる魅力向上
を図ります。

〇 文化的な 都市景観・自然との融合
時代の中で生まれた新旧のシンボルが建
ち並ぶ内港地区の景観を継承しながら新
たな港まち横濱のシンボルを生み出しま
す。山下公園の緑と連続するイメージを
創り、自然と人が憩い、集う場所となり
ます。

FUSION VALUE❷
新たなテクノロジーやサスティナビリティ
〇 先進的なテクノロジーとの融合
豊かな環境と利便性を同時に享受する
ため、先進的なテクノロジーやＡＩ、
センシング、メタバース等を積極的に
取り入れたまちづくりを進め、新しい
テクノロジーがチャレンジできる環境
を提供していきます。

〇 エネルギー活用との融合
カーボンニュートラル・環境負荷軽減
のため、エネルギーの効率化を図る設
備や取組の充実、周辺エリアとのエネ
ルギー連携などのテクノロジーを導入
し、サスティナブルな社会に向けて行
動していきます。

山下ふ頭山下ふ頭

FUSION VALUE❸
多様な人々と価値観

〇 多様な人々との融合
多種多様な場所や施設を設置し、様々
な目的を持った人々を横浜・日本・世
界から迎え入れます。訪れた来街者に
イノベーションが生まれる環境を創り
だし、より大きなイノベーションへと
成長させていきます。

〇 多様な価値観との融合
開港以来、多くの価値観を取り入れて
きた風土を踏襲し、LGBTs や障がい者、
国や人種や宗教、世代や趣味の枠を超
えた様々な価値観を持つ人々を温かく
受け入れることのできる環境づくりを
行います。

【【FUSION VALUEFUSION VALUE】　→　】　→　FUSIONFUSION（（融合融合）させることで魅力が向上し、横浜に根付く新たな価値）させることで魅力が向上し、横浜に根付く新たな価値

山下山下山下山下山下山下
始まま始ままま始始ままままま始ま始ままま

大さん橋大さん橋

234



7

N

～土地利用イメージ図～
土地利用ゾーニングと動線の考え方

山下公園山下公園

商業・オフィス・ホテル商業・オフィス・ホテル

中華街・関内地区中華街・関内地区
との繋がりとの繋がり

元町・山手地区元町・山手地区
との繋がりとの繋がり

臨港幹線道路臨港幹線道路

ウェルカムウェルカム
スクエアスクエア

エリアエリア
結節点結節点

暫定利用の防災公園暫定利用の防災公園

商業商業

みなとみらい 21・新港ふ頭との景観のつながりみなとみらい 21・新港ふ頭との景観のつながり

新モビリティ新モビリティ
（リニアモーター EV等）（リニアモーター EV等）

客船客船
ターミナルターミナル

大規模大規模
集客施設集客施設

宿泊施設宿泊施設 宿泊施設宿泊施設

イベント施設イベント施設

横浜中華街方面横浜中華街方面 至至元町・中華街駅元町・中華街駅 元町・山手方面元町・山手方面

商業の連続商業の連続

緑の連続緑の連続

■ 凡例
新モビリティ

人の動線

ふ頭先端部に港が一望できる宿泊施設を配し、
新しい山下ふ頭のランドマークとします。
➡ FUSION VALUE❶  都市景観との融合

周辺エリアからの人・街並み・自然の連続性と、
ふ頭内での人々の流動性を生み出すように各
施設を配置し、人はグランドレベルの公園・
緑地と施設内を移動し、車両は人工地盤下を
移動することで歩車を完全に分離します。

目的性の高い施設がふ頭奥にあることにより、
奥までの人の流れを生み出します。
➡ FUSION VALUE❸  多様な人々との融合

ふ頭中央部に集客施設を配することで、外周
施設と連携した賑わいが生まれます。
➡ FUSION VALUE❸  多様な価値観との融合

エリア結節点から先、ふ頭内は新モビリティ
を導入し、訪れる人々を各施設へ運びます。
➡ FUSION VALUE❷  先進的なテクノロジーとの融合

既存市街地と山下ふ頭は、安全で楽しみながら
ウォーカブルにつなぎます。
➡ FUSION VALUE❶   周辺エリアとの融合

各施設をつなぐ商業施設は、多様な出会いを
誘発しながら人々をふ頭の奥へと導きます。
➡ FUSION VALUE❸  多様な人々との融合

ベイ
ブリ
ッジ
との
景観
のつ
なが
り

ベイ
ブリ
ッジ
との
景観
のつ
なが
り

公園と公園と
つながるつながる
低層低層

商業施設商業施設

キャンパス型キャンパス型
オフィスオフィス

滞在型滞在型
研修施設研修施設

キャンパス型の大規模オフィスを、緑や港街
が感じられつつ各施設と連携しやすい位置に
配置します。
➡ FUSION VALUE❷  先進的なテクノロジーとの融合

イノベーション人材育成のための滞在型研修
施設をキャンパス型オフィスに隣接して設け、
相互に連携させ相乗効果を発揮させます。
➡ FUSION VALUE❸  多様な価値観との融合

エネルギーエネルギー
機能機能

キキキキキキキャキャ パパンパンパスス型キキキャキャキャ パパンパンパス型型型型ス型ス型ス型
オフオフオフオ ィスィスィスィオフオフオフオ ィスィスィスィ

公園エリア公園エリア

連続する公園・緑地に沿って、港の景観や自
然に触れながら散策することができます。
➡ FUSION VALUE❶  自然との融合

施設設商業商業施設施設
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元町・山手方面元町・中華街駅横浜中華街方面

N

アイランド
ゲートゲート
アアアアア

面

～土地利用イメージ図～
土地利用イメージ（ 第一段階：2030 年）

マルチアリーナマルチアリーナ

大規模大規模
イベント広場イベント広場

ウェルカムウェルカム
スクエアスクエア

暫定利用暫定利用
防災公園防災公園
（親水公園）（親水公園）

暫定利用暫定利用
防災公園防災公園
（親水公園）（親水公園）

山下公園山下公園

山
下
ふ
頭
公
園

山
下
ふ
頭
公
園

第一段階整備第一段階整備
～ 2030～ 2030

第二段階以降整備第二段階以降整備
～ 2050～ 2050

既存の街並み既存の街並み

臨港幹線道路臨港幹線道路

ホテルホテル
客船客船

ターミナルターミナル

■ 段階的な開発整備
広大な43haを一斉に開発するのではな
く、我々は長いスパンで開発していく
ことで、徐々に施設更新がされていく
まちの循環を提案します。また、開発
の時期をずらすことで新しい技術の導
入が期待できます。これは、まちをアッ
プデートすることにもなります。
訪れる人々は、開発の経過を身近に感
じながら、数年ごとに変わりゆく街と
ともに時間を過ごすことで、より愛着
の湧く場所となります。

山下ふ頭は根元が狭く車輛アクセスを
制限する必要があるため、ふ頭の内外
の交通の結節点として域内交通の発着
点となります。

まちの玄関 ”アイランドゲート ”

親水公園

歩行者デッキ

ウェルカムスクエア

ふ頭の来街者を迎え入れる広場。
マルチアリーナや商業施設との一体利用や
イベント広場としての利用も可能です。

航路での来訪者を迎えるターミナルと
一体のラグジュアリーホテル。
先端部に第一段階のシンボルとしての
ランドマークを構成します。

客船ターミナル・ホテル

エリア全体をカバーするエネルギーセンター
CO2 排出量削減や省エネルギー化の観
点から、山下ふ頭エリア全体で電気・
熱の供給を担うエネルギーセンターの
計画を行います。水素ガス対応や、被
災時における周辺地域へのエネルギー
供給、新モビリティの動力など、日本
初の取組みとの連携も考えられます。

中華街・関内地区中華街・関内地区
との繋がりとの繋がり

元町・山手地区元町・山手地区
との繋がりとの繋がり

新モビリティ（パーソナルモビリティ）

自動運転車などの新モビリティの他、エ
リア内を自由に移動できるパーソナル
モビリティはまちの賑わいに必要とな
ります。専用レーンの整備などを行い、
新モビリティを導入していきます。

キャンパス型キャンパス型
オフィスオフィス

キキキキキキャキャ パパンパンパスス型キキャキャキャ パパンパンパス型ス型型型型ス型ス型
オフオフオフィスィスィスィオフオフオフィスィスィスィ

施設設商業商業施設施設設

オープンイノベーションを先導できる
グローバル企業を誘致して、ふ頭から
内港地区や周辺地区のイノベーション
を促進していきます。

キャンパス型オフィス

マルチアリーナ
国内外のアーティストによるライブ・
コンサートやスポーツイベントなどさ
まざまなエンターテインメントが提供
できるふ頭の中心施設として、多様な
人々を集め、周辺施設と連携して賑わ
いを生み出します。

山下公園との連続性のある水辺空間と
の一体利用やコリドーでつなげること
で、快適でゆとりあるショッピングス
トリートを提供します。

商業施設

引用：https://nyc.lunaine.com/sightseeing/dumbo-must-go-places/
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元町・山手方面元町・中華街駅横浜中華街方面面

～土地利用イメージ図～

舟運の繋がり舟運の繋がり

N

ウェルカムウェルカム
スクエアスクエア

山下公園山下公園

新しい街並み新しい街並み

Air  CabinAir  Cabin

MICE 施設MICE 施設

1F 部分：駐車場等1F 部分：駐車場等
→→高潮時等の避難スペース高潮時等の避難スペース

新しい技術との新しい技術との
交通の繋がり交通の繋がり

歩
行
者
デ
ッ
キ

歩
行
者
デ
ッ
キ

ホテルホテル

マルチアリーナマルチアリーナ

臨港幹線道路臨港幹線道路

土地利用イメージ（ 第二段階：2050 年）

周辺の街と調和した公園と低層商業施設 客船客船
ターミナルターミナル

垂直方向だけでなく水平方向にも移動でき
るリニアモーター EV などの次世代型モビ
リティの計画や制度づくりなど、既成市街
地では進みにくい取組を積極的に行い、山
下ふ頭のチャレンジが各地域を繋ぐモビリ
ティの先導役となればと考えます。

エリア全体の回遊性を高める AirCabin の延伸

桜木町駅から新港ふ頭を繋ぐケーブルカー
（AirCabin）を山下公園経由で山下ふ頭まで
延伸を想定しています。

MICE 施設

内港地区全体のポテンシャルが上がり、最
新鋭のMICE 施設の導入により、国際会議や
展示会等の場として日本を代表する確たる
地位を築きます。

ホテル
ふ頭全体のシンボルとなるラグジュアリー
ホテルや商業施設の上層部に港全体を望む
都市型リゾートホテルを導入します。

商業施設等
新山下の開発が具体化するのを受けて、賑
わいの商業施設などの多様な機能を導入し
ます。

アイランドアイランド
ゲートゲート

■ まちの完成に向けて
2050 年に向けて、内港地区全体のポテンシャ
ルも上がり、新たなMICE 需要や滞在需要の
受け入れが必要となります。また、新山下地
区の開発構想の具体化を受けて、新山下地区
へとつながる賑わいを創出する商業施設等の
開発も進めていきます。
また、山下ふ頭の開発の好循環が既成市街地
にも波及し、周辺エリアも活気づいているこ
とでしょう。山下ふ頭は、開発から 20 年以
上が経過しても、今も進化しつづける次世代
のふ頭として、横浜の発展を牽引しています。

新モビリティ新モビリティ
（リニアモーター EV等）（リニアモーター EV等）

新モビリティ（リニアモーター EV等）

敷地内を繋ぐ新モビリティの軌道イメージ敷地内を繋ぐ新モビリティの軌道イメージ

商業施設等商業施設等

商業施設等商業施設等

中華街・関内地区中華街・関内地区
との繋がりとの繋がり

元町・山手地区元町・山手地区
との繋がりとの繋がり

キャンパス型キャンパス型
オフィスオフィス

ホテルホテル

歩行者デッキ歩行者デッキ

滞在型滞在型
研修施設研修施設

滞在型研修施設
国内外の多様な職種・業種の研修やセミナー
を中期間滞在しながら集中して行える施設
を設け、イノベーション人材を育成します。

エネルギーエネルギー
センターセンター

キキキキキキキャキャ パパンパンパスス型キキャキャキャ パパンパンパス型型型型型ス型ス型
オフオフオフオフィスィスィスオフオフオフオフィスィスィスィ

施設設商業商業施設施設設

山
下
ふ
頭
公
園

山
下
ふ
頭
公
園
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【公園エリア】アクティビティイメージ 【公園エリア】憩いの場となる親水公園

【商業エリア】低層商業施設イメージ

商業エリア

公園エリア

施設イメージ写真（1）
～土地利用イメージ図～

【公園エリア】【公園エリア】ランニング・サイクリングコースイメージランニング・サイクリングコースイメージ

【商業エリア】公園・水辺空間と一体利用できる商業施設イメージ【商業エリア】公園・水辺空間と一体利用できる商業施設イメージ 引用：https://www.sasaki.com/projects/chicago-riverwalk/

■ 配置キープラン■ 配置キープラン
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ホテル

キャンパス型
オフィス

施設イメージ写真（2）
～土地利用イメージ図～

【ホテル】ラウンジイメージ【ホテル】ラウンジイメージ 【ホテル】客室イメージ【ホテル】客室イメージ 【ホテル】プールイメージ【ホテル】プールイメージ

【キャンパス型オフィス】オフィス内イメージ【キャンパス型オフィス】オフィス内イメージ

■ 配置キープラン■ 配置キープラン

引用：https://robotstart.info/2018/09/19/amazon-new-offi  ce.html 引用：https://www.toa.co.jp/solution/works/building/point0.htm 引用：https://www.axismag.jp/posts/2018/09/100778.html
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MICE 施設

滞在型研修施設

施設イメージ写真（3）
～土地利用イメージ図～

【滞在型研修施設】施設イメージ【滞在型研修施設】施設イメージ

【MICE 施設】会議場イメージ【MICE 施設】会議場イメージ 【MICE 施設】展示場イメージ【MICE 施設】展示場イメージ

■ 配置キープラン■ 配置キープラン

引用：（左・右）https://robotstart.info/2018/09/19/amazon-new-offi  ce.html、（中上）https://link-forest.jp/、（中下）https://newscast.jp/news/9514012

240



13

マルチアリーナ

【マルチアリーナ】コンベンション利用時のイメージ【マルチアリーナ】コンベンション利用時のイメージ

引用：https://www.aleou.fr/salle-seminaire/25186-paris-la-defense-arena.html

施設イメージ写真（4）
～土地利用イメージ図～

【マルチアリーナ】コンサート利用時のイメージ【マルチアリーナ】コンサート利用時のイメージ

【マルチアリーナ】スポーツ利用イメージ（可動席による複数スポーツ対応）【マルチアリーナ】スポーツ利用イメージ（可動席による複数スポーツ対応）

引用：https://cspbears.com/news/2017/2/27/baseball-fan-information-
for-todays-game-at-us-bank-stadium.aspx

引用：https://www.vikings.com/news/us-bank-stadium-ecolab-
science-certifi ed-seal

引用：https://www.parisladefense-arena.com/photos-du-show-de-soprano/ 引用：https://spice.eplus.jp/articles/265368

引用：httpswww.tripadvisor.frHotel_Review-g187190-d14957786-Reviews-1872_
Stadium_Hotel-Le_Havre_Seine_Maritime_Haute_Normandie_Normandy.html

【マルチアリーナ】宿泊できる観客席イメージ【マルチアリーナ】宿泊できる観客席イメージ
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N

想定する導入施設の規模
～想定する導入施設～

AA

DD

EE

GG

HH

新モビリティ新モビリティ
（リニアモーター EV等）（リニアモーター EV等）

アイランドゲートアイランドゲート

ウェルカムウェルカム
スクエアスクエア

歩
行
者
デ
ッ
キ

歩
行
者
デ
ッ
キ

MICE 施設MICE 施設

歩行者デッキ歩行者デッキ

ホテルホテル ホテルホテル

キャンパス型キャンパス型
オフィスオフィス

エネルギーエネルギー
センターセンター

商業施設商業施設

商業施設商業施設

CC CC

GG

HH

DD

B B 

AA

山
下
ふ
頭
公
園

山
下
ふ
頭
公
園

マルチアリーナマルチアリーナ
AA

AA
商業施設商業施設

客船客船
ターミナルターミナル

EE

■段階的な開発整備■段階的な開発整備
商業施設・ホテル・マルチアリーナ・客船ターミナル・MICE・エネルギー施設の計画を想定しています。
敷地規模が大きいため、全体を２期に分け、時間とともに育つまちづくりが望ましいと考えます。

■想定する導入用途の概略面積■想定する導入用途の概略面積

第一段階整備第一段階整備
～ 2030～ 2030

第二段階以降整備第二段階以降整備
～ 2050～ 2050

滞在型滞在型
研修施設研修施設

F F 

キャンパス型キャンパス型
オフィスオフィス

B B 

CC

BB

FF
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開発の事業性
～開発の事業性～

AA

DD
EE

GG

HH

CC
BB

FF

AAAA

DDDD
EEE

GG

HH

CCC
BBB

FFF
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出典：内閣府地方創生推進事務局資料（https://www.chisou.go.jp/tiiki/toshisaisei/mini_symposium/20201204/02_02tisou_sandbox_koukennsiryou.pdf）

出典：内閣府HP（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/menu/kinmirai.html）

UrbanUrban
 infrastructure infrastructure

地域を活性化する都市インフラ地域を活性化する都市インフラ

Capital Capital 
investmentinvestment

企業からの資本投下企業からの資本投下

Economic Economic 
developmentdevelopment
街としての街としての

経済発展・賑わい経済発展・賑わい

YOKOHAMAYOKOHAMA
CITY UP CYCLECITY UP CYCLE

ヴィジョン実現に必要なアクション　　～官民連携で行うべき、具体化への次のステップ～
～その他の意見・要望～

　ヴィジョン実現に向けた要望　～地域限定の規制緩和を積極的に活用した好循環づくり～
❶ 企業からの資本投資を促し、街として経済的な好循環を生み出すために、
新たな都市インフラを投入していただきたい

A）近未来技術実証ワンストップセンターの設置 B）地域限定型 規制のサンドボックス制度
～自動運転や小型無人機等の実証実験を促進するための近
未来技術実証に関するワンストップセンターの設置～

～自動車の自動運転や無人航空機（ドローン）等
の迅速・円滑な実証実験～

❷ 国家戦略特区制度の活用と２つの方策
国家戦略特区において、自動運転など新技術の実証実験をスムーズに行う制度として、「近未来
技術実証ワンストップセンターの設置」や「地域限定型規制のサンドボックス制度」の活用が上
げられます。横浜市においても産業ターゲット及び場所を定めた推進を行うことで、制度活用に
よりインセンティブを得られる企業の誘致とまちの魅力づくりを同時に実現することが可能と
なります。

　［参考］国家戦略特区を活用した実証実験を推進する自治体事例

街としての賑わい創出や経済発展を図るためには、企業による地域への投資が必須であり、それを促す街としての賑わい創出や経済発展を図るためには、企業による地域への投資が必須であり、それを促す
魅力付けが必要です。山下ふ頭は、立地的に閉鎖された空間であり、また、陸・海・空のすべてが備わっ魅力付けが必要です。山下ふ頭は、立地的に閉鎖された空間であり、また、陸・海・空のすべてが備わっ
た貴重な環境であるため、この立地特性を活かした実証実験の場として活用できる環境を整えることで、た貴重な環境であるため、この立地特性を活かした実証実験の場として活用できる環境を整えることで、
企業誘致や企業投資が活発となります。国の制度においても、国家戦略特区などの活用可能な制度が多企業誘致や企業投資が活発となります。国の制度においても、国家戦略特区などの活用可能な制度が多
くありますので、山下ふ頭においても横浜市のリーダーシップのもと、積極的な活用をご検討ください。くありますので、山下ふ頭においても横浜市のリーダーシップのもと、積極的な活用をご検討ください。
実証実験の場として、陸・海・空の環境を活かしたドローンタクシーやドローン配送、建物内外を自由実証実験の場として、陸・海・空の環境を活かしたドローンタクシーやドローン配送、建物内外を自由
に移動できるリニアモーターエレベーターなどの新モビリティなどが現時点でも想定でき、今後の技術に移動できるリニアモーターエレベーターなどの新モビリティなどが現時点でも想定でき、今後の技術
革新により、さまざまなアイディアが生まれるものと想像します。革新により、さまざまなアイディアが生まれるものと想像します。
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～その他資料～

１）コミュニティをつくり、まちを活性化させる環境づくり
( 参考 ) ヴィジョン実現に必要な２つの視点　　～大規模次世代開発だからこそ必要な視点～

「賑わいが持続するまち」づくり

「暮らしの中心・交流の拠点」づくり

「地域とつながる景観・街並み」づくり

SDGsウェディングケーキモデル
持続可能な開発目標 SDGs の 17
の目標を「生物圏（環境）」「社
会圏」「経済圏」の 3つの層に分
類したもの。スウェーデンの環
境学者であるヨハン・ロックス
トローム博士らによって 2016 年
に提唱。このモデルは SDGs の項
目において、一番下層にある地
球環境の土台の上に社会圏、さ
らにその上に経済圏が乗ってい
る。つまり、地球環境の基盤が
あることで、私たちの社会、そ
して経済が成り立っていること
を表している。すべての目標は
密接につながっており、個別に
達成するものではないことも伝
えている。

PHASE_1〈良好な環境基盤づくり〉

PHASE_2〈コミュニティ形成〉

環境
（緑・景観・街並み)

社 会
(コミュニティ）

経 済
(賑わい）

２０世紀の開発は、経済発展のために社会（コミュ二ティ）や環境（バイオスフィア）を犠牲にしたものであったと言われ
ています。これからの時代の開発である、山下ふ頭の開発においては、その逆のプロセス、つまり環境やコミュニティづく
りを優先したまちづくりを行うべきであると考えます。それにより賑わいや経済の活性化が続くだけでなく、横浜市民がこ
の場所を誇りに思う、シビックプライドの醸成にも繋がると考えます。開発初期段階における環境整備を（パブリックスペー
ス等）、横浜市先導にて推進して頂きたいと考えます。

持続可能なまちづくりの基本的なモデル〈SDGs ウェディングケーキモ
デルの実践〉を実践し、初期段階での環境整備（パブリックスペース等）
を市主導のもと、推進して頂きたい。

PHASE_3〈まちの活性化〉

VALUE UP

２）新しい時代の先駆けとなるデジタルツインを活用したまちづくり

VALUE UP

❶ BIM、CIMを活用し、建設・交通・物流など、多分野の検証が同時に行うことができ
る先進プラットフォームの実現を、山下ふ頭開発にて実現する機会として頂きたい。

❷メタバースによるデジタルツインの世界を、リアルのまちづくりに活用
し、デジタル・リアル並走開発型のまちづくりを推進して頂きたい。

建設・交通・物流などのデータを有機的につなげる規制緩和の必要性から BIM/CIM の現実世界から収集したデータを建設・交通・物流などのデータを有機的につなげる規制緩和の必要性から BIM/CIM の現実世界から収集したデータを
コンピューター上で再現するデジタルツインによる建設工事の効率化やドローンによる建設工事の円滑化、交通量予コンピューター上で再現するデジタルツインによる建設工事の効率化やドローンによる建設工事の円滑化、交通量予
測による工事車輌ピークシフト誘導、位置情報とデータ分析による車輌誘導、バイタル情報、位置情報による建設作測による工事車輌ピークシフト誘導、位置情報とデータ分析による車輌誘導、バイタル情報、位置情報による建設作
業員の安心安全と健康管理、AI 映像解析を使う現場の安全安心を実現支援などを計画する試みが始まっています。国業員の安心安全と健康管理、AI 映像解析を使う現場の安全安心を実現支援などを計画する試みが始まっています。国
土交通省の３D都市モデル「Plateau」の活用などと合わせ、都市課題の解決が可能となると考えます。これを活用す土交通省の３D都市モデル「Plateau」の活用などと合わせ、都市課題の解決が可能となると考えます。これを活用す
るまちづくりの先進事例として、横浜市の支援を頂きたいと思います。るまちづくりの先進事例として、横浜市の支援を頂きたいと思います。

現実の世界を３D空間に再現し、その空間の中でアバターとしての自分が買い物をしたり、エンターテイメ現実の世界を３D空間に再現し、その空間の中でアバターとしての自分が買い物をしたり、エンターテイメ
ントを楽しんだりすることが可能となる、いわゆるメタバースの時代は、すぐそこまで来ています。これかントを楽しんだりすることが可能となる、いわゆるメタバースの時代は、すぐそこまで来ています。これか
らは、完成前の都市をメタバースで再現し、現実世界よりも早く将来のまちを体験したり出店するなど、デらは、完成前の都市をメタバースで再現し、現実世界よりも早く将来のまちを体験したり出店するなど、デ
ジタル・リアルの双方向体験が可能なまちが増えると考えられています。山下ふ頭は、その規模や話題性をジタル・リアルの双方向体験が可能なまちが増えると考えられています。山下ふ頭は、その規模や話題性を
含め、この新しい取組みを行う効果の高い開発と考えられます。日本のみならず、海外からの投資家へのPRや、含め、この新しい取組みを行う効果の高い開発と考えられます。日本のみならず、海外からの投資家へのPRや、
インバウンド効果にも繋がると考えられ、横浜市による積極的な推進をして頂きたいと考えています。インバウンド効果にも繋がると考えられ、横浜市による積極的な推進をして頂きたいと考えています。

２）維持管理運用フェーズ２）維持管理運用フェーズ
IoT センサーネットワーIoT センサーネットワー
クの構築クの構築
（デジタルツインへ）（デジタルツインへ）

１）設計施工フェーズ１）設計施工フェーズ
デジタル空間のスタンバイデジタル空間のスタンバイ
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山下ふ頭から広がる様々な波及効果が、内港地区全体の魅力に繋がる
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反映した市民意見  

「楽しい」「スポーツ」「国際」「港」「企業」「誘致」「将来」「経済」 
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NPO 法人デザインニッポンの会（代表法人） 

グループ構成員：有限会社天野和俊デザイン事務所
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DNA デザインニッポンの会 - 1 - 

山下ふ頭再開発 �

山下ふ頭再開発 
 
 
 
目的：具体的な再開発のイメージへの市民意見・企業提案の意見交換の活用とする再開発への期待 
1． 持続可能な街…脱炭素…エコ・エネルギー…健康・食（市民が大切にしている） 
2． 国際性と多様性社会…文化・芸術（交流・賑やかさ）…外来者 
3． 自然…水辺（憩い）・港（港湾機能）…ランドスケープと建築 
4． エンターテイメント（イベント・スポーツ・コンベンション・コンサート会場） 
5． 日常と非日常（憩いの場＝公園・街、イヴェント・ビジターとしての市民の顔 
6． 誰のため開発をするのか？ 直接的と間接的な市民・企業と横浜市のメリット 
 
 
 

「自然とライフスタイルのマッチング」 
環境と人に優しく・文化のある街創り 
～ＳＤＧｓの考え方をベースに置く～自然エネルギーの活用と物を大切にする街。 
 

ヨコハマ・エンターテイメント・タウン 「YET」  
アート・デザイン・スポーツ・音楽・ダンスそして食はエンターテイメントになる! 
日本の日常は他の国から見ると非日常であり、そのライフスタイルがエンターテイメントになる。 
感動を世界に向けて横浜から発信する。 
 
 
 
ヨコハマ・エンターテイメント・タウン/YET 構想 
海外からの来場者を誘致できる機能を持つ、来場者の50%が海外からと想定。 
文化発信を演出する巨大なスペースを設ける。上品なアートやファッションショーを行うのではなく、世界各地の地場の
ストリートデザインや各国のデザインミュージアムと連携した展覧会などが可能となる。世界の新しいカルチャーを紹介
できるスペースとする！  
日本文化を世界に紹介する可能性を広げることを横浜発信で演出をする！ 
世界会議/MICEやA&D展を行う事で企業の参加が必須である。 
現代のエンターテイメント・サロンをつくることが、 本プロジェクトの中心である。そこに必要とされる在横浜の企業
や美術館と美術系大学や技術系大学学部の研究室と協力してSDGｓ都市と文化の融合した一歩とする。 
街がエンターテイメント会場になる。 
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DNA デザインニッポンの会 - 2 - 

山下ふ頭再開発 �

 
【企画内容】  
１. 文化を知ろう！ 
A：「横浜デザインミュージアム」の創設。 
世界のデザインミュージアムとのパートナーシップ/NPO法人 
日本唯一の市営デザインミュージアムとして国内外へアピールする。  
 
海外デザインミュージアム例）ロンドン/イギリス、コペンハーゲン/デンマーク、ミラノ/イタリア、 
ヘルシンキ/フィンランド、ヴィトラ（バーデン）/ドイツ 
クーパーヒューイット、MOMA/アメリカ、との共同企画展或いは特別企画巡回展 
 
・展覧会、アーティストレジデンスなどによる各国大使館文化部との交流を深める。 
・常説展示：日本の明治以降のプロダクツを展示（市民・学生の閲覧、海外からの来場） 
・デザインアワードの創設/デザインの奨励：海外から多く参加を則す。 
・企画展：国内外のデザインの巡回展（3、4か月間）。 
・横浜アーティストレジデンス：国内外のクリエーターの交流、発表の場の提供。 
海外の方の考え方を知る機会、日本の文化を伝達する機会の創設となる。 
・デザインミュージアム館長：キューレーターや館長を歴任し海外ネットワークのある方に依頼。 
 
プロダクトのみならず、マンガ、コスプレやファッションなどカルチャー展を企画する。 
アニメランドの創設によって年代を超えたアニメ文化を表現する。 
 
B：神奈川県在または海外の大学や研究室の誘致。 
美術・デザイン・エネルギー関連 などの研究室の誘致。 
 
２.ものを大切にしよう！ 
「蚤の市」の常設スペース。 
捨てるからまだまだ使えるへ。不用品から必要品へ。 
フランス・パリのクリニャンクールやロンドン・ポートベローはあまりにも有名。「和」を中心とした建築用品、家具、
備品と言う日常から溢れた物の蚤の市のスペース。ここには、プロのための中古キッチン用品などの再利用も含まれる。 
 
3．世界に触れよう！ 
A：ワールドカップの開催 
・スポーツ（インドアに限る。）  
 体操、ブレイキン、バレーボール、フットサル,障害者スポーツ、e-sport等のワールドカップの開催。 
・食のワールドカップ（和食など） 
 世界に誇る「和食」をより正確に理解する為にも創作や学習スペースを含めたサポートをする。 
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B：ビジネス 
MICE（国際会議）の開催誘致、国際会議対応ブースを大中3ヶ所持つ。徒歩10分以内に1,000室規模のホテルを5ヶ
所用意。5,000室は近隣だけでも確保する。展示会場・商業施設 大型商業施設（免税手続きを簡潔にできる） 
 
C：エンターテイメント 
三つの埠頭の内一つは岬の様に自然豊かな建物とし、中央の一つは海上コンサート会場の設営。 
大型イベントスペース・・・コンサートホール（海上含め3か所）として中央の埠頭を活用する。 
街角でのコンサート。 演奏者と距離の近いストリートライブスペース（セミオープン）を設置。 
敷地内緑地公園でのYokohama JAZZ Fes、音楽の聖地となるべく屋内外のコンサートの開催。 
渋谷音楽祭や墨田ジャズと協力関係を結ぶ。 
 
食：地産地消が大きなテーマとして存在する。神奈川県産&近隣を中心とした食材。 
世界の路地からのフードストリート。イタリア通り・フランス通り・韓国通り・中華通り・和食通り 
(てんやもの通りから会席通りまで)など国内外からの来場者にとって分かりやすくする。 
市場・横浜中央卸売市場とのコラボでシーフードマーケット屋台村 
 年間522万（事業275万＋家庭247万）トンのフードロスを減らす為の実験的施設の導入。 
 海と陸からの食材を大規模市場として準備する。横浜中央市場・豊洲とのタイアップ。 
 飲食スペースレストランのメニューを日本の技術として冷凍食品によるテイクアウト。 
 
D：ホテル・・・客室数10,000室 (5,000室は国際会議場付近) 
  シティホテルが中心だがシティリゾートホテルも必要（）ビーチ型インドアプールを併設） 
近隣のホテルとの協力で行う。海外ブランドホテル中心にはしない。 
ホテル機能は宿泊に特化する。フードコートならずルームコートを目指す。各ホテルの宿泊施設としてのサービスに特化
させる。チェックイン・アウトはそれぞれのホテルが行うが送迎、ラウンジ、朝食は基本的に共通する。  
夕飯などはフードストリートに行くことができる。 
 
４. みんな集まろう！ 
A：交通系インフラ  
敷地内全て電気自動車での交通網とする。 
入口に大きな駐車場を用意し、一般車の入場を制限する。敷地内移動は電気或いは水素BRTとする。敷地内周回コース
の可能性…外部とのアクセスの利便性を高める為に横浜駅とのシャトルBRT（日産自動車）を用意する。 
 
B：既存港湾機能の利用。 
現在ある三つの埠頭の内少なくとも一ヶ所は人貨の移動手段として活用するための整備とする。 
羽田空港、豊洲市場との海上連絡…延長して都内（川崎、日本橋、浅草）との往来の確保。 
（港湾…海上・陸上）みなとみらい線元町・中華街駅と横浜駅との連絡 
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５. 人にも動物にも優しくしよう！  
病院の新設  
言葉の枠を超えて国内外の人に優しい街造り。小規模で良いが海外からの旅行者も安心して受診できる施設 
・日本在住外国人や渡航者の診察 
・ペット総合病院（定期健診） 
・高齢者の定期健診（一般外来は行わない） 
 
６.エネルギー 
ごみ焼却施設を作り、そのエネルギーを活用する。その他、再生可能エネルギー施設の設置。 
 
 
【構成】 
・総合建築監修：日本に少ない都市計画の専門の建築家 
・デザイン監修：建築デザインマネージメントを得意とするデザイン会社 
 
 
 

2023年 2月28日 
NPO法人デザインニッポンの会  

代表理事 矢島寛子(ヤジマヒロコ) 
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